
輝く未来へ橋をかける ── 人が集まる粋なまち

中央区
歴史・見所・名所

中央区は江戸開府以来、４００年以上にわたり日本の文化・商業・情
報の中心として繁栄・発展してきた、長い歴史と伝統を誇る由緒ある
まちです。明治維新後の文明開化では、いち早く銀座に煉瓦街が建設
され日本の近代化をリードするなど、いつの時代においても先駆的な
役割を担い、飛躍・発展を続ける活気とにぎわいにあふれています。
昭和２２（１９４７）年３月１５日に日本橋区と京橋区が統合され、中央区は
誕生しました。その名の示すとおり、２３区のほぼ中央に位置し、両国
橋下流の隅田川右岸に沿って帯状の広がりを見せる日本橋・京橋地域
と、隅田川河口近くに位置する佃及び明治以降これに隣接して埋め立
てられた月島・晴海から成り立っています。
面積はわずか約１０㎢ですが、歩いて巡ることができるこの小さな都
市には、江戸五街道の起点であり現在も日本国道路元標がある「日本
橋」、有名百貨店や世界のファッションブランドが集積する「銀座」、
江戸文化を今に伝える「歌舞伎座」、食文化の拠点である「築地」、そし
て豊かな水辺環境に囲まれ高層建築と下町情緒あふれるまちなみが調
和する「佃・月島」など、多彩で個性に富んだ魅力が凝縮されていま
す。

概要
中央区の区域は東西両端が最長距離で約３㎞、南北間で約５．５㎞であ
り、面積は約１０㎢と２３区中２番目に小さな区です。
中央区の人口は、平成９（１９９７）年に過去最低となる７１，８０６人にまで
減少し、都心の空洞化や地域活力の低下が深刻化しました。このまま
ではまちのにぎわいが絶たれてしまうという強い危機感のもと、区の
総力を挙げ定住人口の回復に向けた総合的な施策を進めてきた結果、
平成１８（２００６）年４月に１０万人を達成、その後も人口は増え続け、令和２
（２０２０）年４月に昭和２９（１９５４）年以来６６年ぶりに１７万人を突破しまし
た。さらに、晴海地区では東京２０２０大会選手村跡地の住宅開発により
新たなまちが形成されるなど、今後も人口増加が想定されています。
将来の２０万都市をしっかりと見据え、中央区に住み、働き、集うす
べての人々が幸せを実感でき、子どもたちが夢と希望を持てる社会を
実現するため、活力ある中央区の発展を目指していきます。

主要課題・将来展望
① 魅力あふれるまちづくりの推進
本区においては現在、築地市場跡地の再開発をはじめ、首都高速道

面積 ……………※１０．１２㎢
世帯数…………９７，３５８世帯
人口 ……………１７２，１９３人
（うち外国人）……８，１４４人
予算 ……………１，２４８億円
職員数 ……………１，６５４人
※境界の一部が未定のため、国土
地理院発表の面積とは異なる。
出典元：中央区政年鑑

世界のショッピングストリー
ト銀座。観光・グルメも楽し
めます。

首都高日本橋区間地下化後の
イメージ（再開発の計画は現
時点の情報を基に作成したイ
メージです。）
出典：首都高速道路日本橋区
間地下化事業パンフレット
（令和２（２０２０）年６月首都高速
道路（株））

新たなまちの形成が進む晴海
地区（手前は東京２０２０大会選
手村跡の住宅）
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路日本橋区間の地下化や都心部・臨海地域地下鉄構想、首都高速道路
築地川区間およびＫＫ線（東京高速道路）の上部空間を活用したアメニ
ティ空間の創出など、将来を担う都市基盤整備のプロジェクトが動き
始めています。区としても、こうした都市基盤整備の機会を捉え、持
続可能なまちづくりに向け、魅力ある水辺空間やまちの連続性に配慮
した緑豊かな歩行者ネットワークの形成、さらには防災力の強化や地
域コミュニティの醸成を進めていく必要があります。ソフト・ハード
両面において都や関係機関と連携しながら、まちづくりを一層活性化
させていきます。
② 歴史的・文化的資産の保存・継承と活用
本区は江戸以来の名所・旧跡をはじめ、伝統工芸や地域に伝わる祭
りなど数多くの歴史的・文化的資産を有しています。こうした貴重な
文化資源は、永く保存・継承すべき区民の大切な財産であり、また、
区をＰＲする重要な観光資源でもあります。
まち全体をミュージアムとするイベント「中央区まるごとミュージ

アム」や地域住民自らが神輿などの文化資源を展示・公開する「中央区
まちかど展示館」、名所・旧跡などの観光スポットを巡る多様なツ
アー、さらに、文化資源を活用した観光プロモーションなど、区民が
歴史・文化に触れる機会の充実とともにその魅力を広く発信する取組
みを多角的に展開していきます。
③ ゼロカーボンシティ達成に向けた取組み
本区は、令和３（２０２１）年３月、２０５０年までに二酸化炭素排出量実質ゼ
ロを目指す「ゼロカーボンシティ中央宣言」を行いました。活発な経済活動等により多くの温室効
果ガスを排出している自治体として、本宣言に基づき、脱炭素社会に向け率先して取り組んでい
く必要があります。
行政区域を越えた広域的な地球温暖化対策である「中央区の森」事業や中央エコアクト（中央区
版二酸化炭素排出抑制システム）の充実、再生可能エネルギーの積極的な導入促進など、区民、
事業者、区が一体となりながらゼロカーボンシティ達成に向けた取組みを一層加速させていきま
す。
④ 誰もが安心して笑顔で暮らし続けられるまち
定住人口の増加に伴い、行政需要は拡大、多様化しています。区を取り巻く社会環境が大きく
変化する中で、区民の安全・安心をしっかりと守り、長く住み続けたいと思えるまちを創りあげ
ていくため、子どもから高齢者まで、一人ひとりに応じたきめ細かなサービスの展開が求められ
ています。
子どもの健やかな成長を支え、子育て世帯を応援するさまざま取組みに加え、健康づくりや医
療、介護などが連携し、高齢者を地域全体で支える地域包括ケア体制のさらなる充実、さらに
は、こうした地域包括ケアシステムの考え方を発展させながら、人と人、人と地域の資源が世代
や分野を超えてつながり、支え合うまちづくりを広げていきます。

まるごとミュージアムではバ
スや船で区内を巡り、文化的
な魅力に触れることができま
す。

夏の終わりを告げる「大江戸
まつり盆おどり大会」。２日間
にわたって開催され、多くの
人でにぎわいます。

築地場外市場の活気とにぎわ
いを継承する拠点「築地魚河
岸」
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